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２０２５年度（令和 ７ 年度）学校評価自己評価表 
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城北中学校区 校番５６ 福山市立久松台小学校 
   

 最終更新日 202６年（令和８年）２月９日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が、資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、 

       日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

全国学力調査の結果、福山市の平均正答率を

上回ることができたものの、正答率４０％未満

の生徒の割合は少なくない。また、不登校児童

生徒も少なからずいる。 

 

育成する力 

資質・能力 
主体的に判断する力・課題を発見し解決する力・地域社会と協働して貢献する力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

・自ら考え、主体的に判断し、自律した行動ができる児童生徒 

・豊かな心を持ち、お互いを尊重し、人を大切にする児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

・CSをベースにした校区合同研修と合意形成を意識した授業研究及び教科等部会の

取組 

・DC 教育を基に、ＩＣＴを活用した個別最適化した授業実践及び協議・交流の取組 

・家庭での効率的な学習計画の立て方・メディアとの付き合い方への取組 

・地域と協働した合同行事や乗り入れ授業、「総合的な学習の時間」交流会の取組 

 

現 状 

＜テストで測れる学力＞（全国学力・学習状況調査等の結果より） 
【〇成果 ●課題】 

〇全国学力・学習状況調査の「国語・算数」では全国平均・県平均を上回り、
基礎的・基本的な学力はおおむね定着している。また、無回答率が低かった。 

〇授業づくりで、PDCA サイクルを意識した指導をすることで、児童の主体

性を伸ばすことができた。 

●国語科で、提示された全ての条件を満たして書く力が弱い。また、主語と述
語の関係を捉える力が弱い。 

●算数科で、二次元の表など、多くの情報の中から必要な情報を見つけ出す力
が弱い。 

＜非認知能力＞（２０２４年度に職員で分析した児童の実態より） 
【○自律に向かっている姿 ●自律から遠ざかっている姿】 

〇自己選択し、それを実行する力が伸びている。  

〇振り返りから次の目標設定につなげることができてきている。 

●自己の伸びや課題についてのメタ認知や、それをする習慣や、メタ認知のた
めの語彙などが育っていない。 

 

育成する力 

資質・能力 

主体的に判断する力 
主 

課題を発見し解決する力 
課 

地域社会と協働して貢献する力 

地 

めざす子ども像 

自分の考えや経験を基に

主体的に判断し、自己決

定したり、じっくり内省

したりして、自律に向か

うことができる。 

身の回りから課題を見つ

け、自分で考えたり他者と

協働したりして解決しよ

うとしている。 

地域のよさや課題に目を

向け、自分にできることを

考え実践している。 

 

研究 

テーマ 
対話と書くことを通して、自己の変容を自覚できる学びの創造 

～国語科・外国語科の授業展開の工夫を通して～ 

内容等 

【自己の変容を自覚できる４つの柱】 

① 学びの質を高める話し方・聞き方導入 

② 外国語科・外国語活動におけるモデル授業の展開 

③ 国語科における対話型授業の展開 

④ 自己表現（自己の認識と変容を自覚）できる振り返り 

めざす授業の姿 

対話と書くことを通して、自己の変容を自覚できる授業 

主 児童が自己決定したり、じっくり内省したりする授業 

  教師が、児童の実態から的確なファシリテートをする授業 

課 課題に対して自己決定や自己選択することができ、児童が進んで挑戦できる授

業 

地 受容的な対話や協働的な課題解決を通して、新たな気付きが得られ、自己の変容

を自覚できる授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

学校関係者評価報告書は全項目「十分満足で

きる」と評価された。中学校校区で連携を深め、

共通の取組で成果をあげている。各校の目標が

達成できていないものについては取組の進捗

状況を細かく把握し課題克服に向けて PDCA

サイクルに則り実践する。 

 

ミッション 

未来を切り拓く「生きる力」を育成する 

「すべては子どもたちのために」を基底に据え、学校・保護者・地域が連携し、 

「この学校へ来てよかった」「この学校へ来させてよかった」といわれる学校に 

 
学校教育目標 

自ら考え 正しく判断し 行動する 感性豊かな子 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

４ 

 

自ら考え学

ぶ児童（主体

性）の育成 

★ 新

規 

対話と書くこと

を通して、自己

の変容を自覚

し、そこから前

向きに学びを見

出す、自律した

児童を育成する

とともに、確か

な学力を定着さ

せる。 

学びの質を高め

る話し方・聞き方

を導入し、対話型

の授業を展開す

る。 

自己の認識と変

容を自覚できる

振り返りを行う。 

児童のつまずき

を把握し、基礎学

力を定着させる。 

「友達の意見を

聞いて新たな考

えをもったり、自

分の考えを見つ

め直したりして

いる。」と答える

児童の割合を、各

学級８０％以上

にする。 

「帯タイムを活

用して児童のつ

まずきを補充す

る」を１００％実

施する。 

□アンケート項目

に肯定的に答える

児童は 84.8％だっ

た。昨年度からの

振り返りモデルを

もとに、自己を振

り返り、自己の変

容に気付いている

児童が増えてきて

いる。       

低学年では、「対

話」の定義を、中学

年では、「対話を深

める」の定義を児

童とともに考え、

共通理解を図っ

た。 

高学年では、「対話

のモデル」の視聴

を通して、自己変

容に大切なポイン

トを児童とともに

考え、共通理解を

図った。 

特別支援学級で

は、朝のスピーチ

で、自己の変容を

価値付けたり、質

問をしたりした。 

□全学級が、帯タ

イムを用いて児童

のつまずきを補充

することで、学力

向上を図った。 

 

 

４ ４ ２学期以降は、自

己変容の３ステ

ップを設けるこ

とで、視点を明確

にし、児童に目標

を設定させたり、

振り返りを通し

て自己の変容を

自覚させたりし

ていく。また、教

師が児童の変容

を価値付ける声

かけをしていく。 

対話のモデルを

作成し、児童に提

示することで、全

校で系統性を持

った指導を行っ

ていく。 

□アンケート項目に

肯定的に答える児童

は 91.3％だった。2学

期以降は自己変容の

３ステップを設け、

視点を明確にして目

標を設定したり、振

り返りを通して自己

の変容を自覚させた

りした。また、教師同

士で対話のモデルを

作成し、児童に提示

することで、全校で

系統性を持った指導

を行った。 

□児童のつまずきを

把握し、帯タイムを

活用して補充するこ

とは、全学級で達成

できた。 

◎自己変容の３ステ

ップを設けたり、対

話のモデルを提示し

たりすることで自己

の変容を自覚し、そ

こから前向きに学び

を見出す児童が増え

てきた。 

４ ４ ４ 引き続き、振り返り

や対話のモデルを

活用していく。ま

た、次年度に向け

て、これまでの研究

で培った「自己選

択・自己決定」、「振

り返りからの目標

設定」、「対話と書く

ことを通して、自己

の変容を自覚する」

を生かして、スパイ

ラルに学べる研究

テーマを設定する

ことで、自ら考え学

ぶ児童を育成して

いく。 

 

 

福山市立久松台小学校 
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 継

続 

自分の良さに気

付き、自信をも

って物事に挑戦

できるととも

に、思いやりを

もって相手と関

わることができ

る児童を育成す

る。 

自分や友達の良

さに気付き、伝

え合う取組を行

う。週に 1 回の

「なかまタイ

ム」、たてわり掃

除等を実施し、

他者（児童も教

職員も）と関わ

る場を設定す

る。教職員間で

学級経営につい

て分析・交流し

合う研修を実施

する。 

 

 

「自分には、よい

ところがある」と

肯定的に答える児

童を８５％以上に

する。 

□アンケート項目

に肯定的に答える

児童は 93.5％だっ

た。週に 1 回の「な

かまタイム」では、

各担任がクラスの

実態を分析し、そ

れに基づいて内容

を考え、計画・実践

した。また、学級経

営について考える

教職員向けの通信

の発行や、隔月 1

回職員全体で学級

経営研修を行うこ

とで、取組の分析

や実践交流をする

時間を確保した。 

４ ４ 夏季休業中に各

教職員が児童の

自己肯定感を向

上させるための

研究テーマを設

定した。2 学期以

降はその研究テ

ーマに基づいた

取組を行い、振り

返りをしながら

改善したり、継続

的に実践したり

していく。また、

肯定的評価とい

う一括りで捉え

るのではなく、

個々や学級全体

の伸びにも目を

向けながら取り

組む。 

□アンケート項目に
肯定的に答える児童
は 90.9％だった。（最
高評価 12.9％増。最
低評価 1.3％減。）夏
季休業中に各教職員
が研究テーマを決
め、２・３学期と継続
して取り組んだ。冬
季休業中に各教職員
が実践した取組を交
流し合うことで、新
たな視点を持った
り、自分の取組を振
り返ったりすること
ができた。たてわり
掃除やなかまタイム
など他学年と関わる
場も設定した。 
◎自己肯定感が高ま
り、自信をもつこと
につながっている。
また、思いやりをも
って他者と関わろう
とする児童の姿が増
えている。 

４ ４ ４ 児童の発達段階や
学級実態に応じた
アプローチの仕方
をグループで考え、
PDCA サイクルで取
り組むことで、児童
の自己肯定感を高
めることができた。
今後は周りの人の
良さに気づき、認め
られる児童の育成
を目指し、良いこと
が広がっていくよ
うに取り組んでい
きたい。また、今年
度の効果的だった
取組（なかまタイ
ム、研修、生徒指導
通信の発行など）を
継続しつつ、来年度
も教職員が児童理
解を深め、実践、悩
みを相談できる研
修や場を模索して
いく。 

 継

続 

自分の心身を大

切にし、健康の

保持・増進に向

けて行動するこ

とができる児童

を育成する。 

年間を通して体力

の向上や運動の楽

しさを感じられる

取組を行う。ミニ

保健やランチルー

ム給食を通して、

児童の実態に応じ

た保健指導・食に

関する指導を行

う。 

体力・健康に関す

るアンケート（運

動・保健・食に関

する指導の観点）

から健康の保持・

増進に向けた行動

ができているとい

う児童をどの項目

においても85％以

上にする。 

□アンケート項目

に肯定的に答える

児童は運動 85.4％

保 健 87.4 ％ 食

87.2％であった。

養護教諭と栄養教

諭の T.T.で歯科に

ついて食育と絡め

て効果的な指導を

行った。教職員向

けの食育通信等を

発行したり、給食

委員が食に関する

クイズを出題した

りするなど児童の

食に関する関心・

意欲を高めた。 

４ ４ 体育委員会で運動

遊びの推奨をする

とともに、環境整

備を行う。 

保健委員会を活用

し、感染症の流行

時期に備えて清潔

な環境についての

指導を行う。 

栄養教諭や給食技

術員の巡回、給食

指導を継続し、教

職員の給食指導の

意識も高めてい

く。 

□アンケート項目に

肯定的に答える児童
は運動 83.2％保健
86.3％食 90.6％であ

った。大縄大会やし
っぽ取り鬼ごっこな
ど、全校を巻き込み、

自分たちの成長や運
動への関心を高める
イベントを企画し

た。 
保健委員会がリーダ
ーとなり、感染症や

けがの予防について
自発的に児童朝会や
放送で呼びかけを行

った。 
ランチルーム給食だ
けでなく、ミニ保健

でも総合的な健康面
を配慮した指導が効
果的だった。 

◎児童の実態に応じ
た取組を継続するこ
とで、健康の保持・増

進に向けて行動でき
る児童の育成につな
がった。 

４ ４ ４ 運動が苦手な児童

も運動の楽しさに

気づき、運動習慣を

身につけていける

よう、たてわり班等

で外遊び推奨日を

設定する。規則正し

い生活を送るため

に、引き続きミニ保

健で児童に呼びか

けるとともに、保健

だより等で保護者

啓発も行っていく。

旬の食べ物や地場

産物の良さをラン

チルーム給食やミ

ニ保健を通して、児

童に指導していく。 
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４ 教 職 員 の 資

質・能力の向

上 

★ 新

規 

児童が自己の変

容を自覚できる

授業を創造す

る。 

教職員が、「自

己の変容を自覚

できる授業づく

り」に取り組む

ヒントを得られ

る研究授業や職

員研修を計画、

実施する。 

学期末に、教職員

アンケート「前回

の研究授業で得

た学びを基に、ど

のような取組を

しましたか。」を

実施し、意欲的に

取り組む割合を、

90％以上にする。 

□肯定的割合は

100％であった。教

職員が具体的に自

己の変容を自覚で

きる授業改善につ

ながる研修を仕組

むことができてい

る。また外部講師

を招くことで「自

己の変容」に焦点

を当てて研修する

ことができてい

る。 

４ ４ 教職員の取組が、自

己の変容を自覚で

きる授業づくりに

つながるよう、今後

も自分の取組の形

成的評価ができる

研修を設定してい

く。 

□肯定的割合は
100％であった。 
上半期と同様に教職
員の主体的な授業改
善につながる研修を
仕組むことができて
いる。また、チームで
授業づくりを行うこ
とで、教職員の意識
も高まった。 
週に１回程度、教材
研究の時間を設け、
授業づくりに充てる
時間を確保した。 
◎自律を促す授業づ
くりに向けて、全職
員で取り組むこと
で、児童が自己の変
容を自覚できる授業
を創造することがで
きた。また、教職員の
資質・能力の向上に
つながった。 

４ ４ ４ 引き続き教職員の

主体的な授業改善

につながる研修を

仕組む。また、週

に１回の教材研究

だけでなく、日常

的に授業を見合

い、話し合える場

を増やすなど、内

容を充実させてい

く。 

４ 地域に貢献す

る学校 

 継

続 

持続可能な社会

について探究

し、地域に還元

できる児童を育

成する 

（SDGｓ・CS） 

生活科の学習や

総合的な学習の

時間に、地域に根

づいた持続可能

な社会づくりに

ついて学び、実践

をする。 

児童アンケート「持

続可能な地域社会

づくりのために自

分達ができる事に

取り組んでいる」に

対する肯定的割合

を 80％以上にす

る。 

□肯定的割合は

82.1％であった。

生活科や総合的な

学習の時間で、「地

域とのつながり」

を意識したカリキ

ュラムを編成し

た。  

児童が地域のよさ

や課題を発見し、

地域の方に協力を

あおぎながら実践

していった。 

４ ４ 計画している内容

を実践し、振り返

る。その際に、地

域貢献につなげる

ことを意識できる

ようファシリテー

トしていく。 

□肯 定 的 割 合 は
85.6％であった。取
り組んでいる内容
を、他学年や学校全
体、地域に発信し
た。また、地域にあ
る施設や店舗等で
職業体験を行った
り、交流館と連携し
て、ごみ拾いやフー
ドドライブに取り
組んだりした。 
◎持続可能な社会づ
くりに向けて、自分た
ちで計画し、行動に移
すことができ、探究的
に学習に取り組むこ
とができた。また、地
域に還元できる児童
が増えてきた。 

４ ４ ４ 引き続き地域に根

づいた持続可能な

社会づくりについ

て考え、実践してい

く。また、学年間で

既習事項を積み上

げられるようにカ

リキュラムマップ

をより詳細に設定

し、どの教職員が担

当しても探究的な

学びが充実するよ

うにしていく。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


